
宇都宮大学里計画研究会

平成26年度
「大学生の力を活用した集落復興支援事業」

二本松市水舟集落実証実験報告



所在地：福島県二本松市 水舟集落
4つの小字からなる集落

世帯数：33 （2014年8月現在）

人口 ：103 （2014年8月現在）

主な産業：農業（約半数の世帯）

１ 水舟集落について

中心市街地
（市役所）

水舟集落

二本松市
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2013年8月23〜24日
住民へのヒアリング調査
→ 現状把握・活性化策の糸口
フィールド調査（１回目）
→地域資源の発見

2013年10月
住民へのアンケート
回答数：103/104人33/34世帯
→ 活性化手法への意識

世帯構成・家屋間取り

2013年11月2〜3日
ワークショップ
アンケート結果報告後 活性化に向けたWS
フィールド調査（２回目）
→地域資源の発見

２ 昨年度（2013）の活動内容 2/25



・集まる機会が無い・問題意識の共有ができていない
集落全体で集まる活動はおこなれていない
ワークショップの際、初対面の住民も存在した

昨年度（2013）のまとめ

・人口減少・産業衰退
準限界集落、平成22年度国勢調査から16.1％の減少（東日本大震災の影響）
放射能汚染により消費することへの恐れ、耕作放棄地の割合が高い

・民宿業への取り組みが可能だが、住民の意識に抵抗感はある
民宿業は近隣集落において一定の成果がある
集落の多くの世帯は導入出来る居住環境下にある
農原風景、文化遺産、多数の巨石などの来訪者を呼び込める地域資源がある

３ 水舟集落の現状 3/25
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口
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策

４ 水舟集落活性化の流れ

現状

・集まる機会がない

・問題や意識の共有
ができていない

集落活動
環境整備

農家民泊

特産品開発
問題への対応

取
り
組
む
難
易
度

容易 多少難しい
（集落がまとまる事が必要）

難しい
（近隣集落と共同する事が必要）

抵抗感はあるが…
行える環境下にあり近隣集落の成果も
農業の補完、生きがいづくりとなる

住民間の問題や意識の共有場となる
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2014年
度
活動内容 近隣集落

との協働
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４ 水舟集落活性化の流れ

現状

集落活動
環境整備

農家民泊

特産品開発
問題への対応

取
り
組
む
難
易
度

容易 多少難しい
（集落がまとまる事が必要）

難しい
（近隣集落と共同する事が必要）

2014年
度
活動内容
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・農家民泊に対する理解の向上
民泊の良さや実施方法を住民に伝える

・農家民泊実施

・住民の集まる機会づくり
・意見交換の場づくり
・地域資源の活用法を検討

近隣集落
との協働

・集まる機会がない

・問題や意識の共有
ができていない



2014年8月23〜24日
農家民泊・感想報告会
→農家民泊に対する理解の向上、意見交換の場づくり
グランドゴルフ大会・バーベキュー
→住民の集まる機会づくり
フィールド調査
→地域資源の活用法を検討

2014年12月6〜7日
農家民泊
農家生活体験(野菜収穫・加工体験・薪割り)
→農家民泊に対する理解の向上
ワークショップ
→意見交換の場づくり、地域資源の活用法を検討
芋煮会（交流会）・感想報告会
→住民の集まる機会づくり

2014年 〜8月
農家民泊ガイドラインの作成
→農家民泊に対する理解の向上

５ 今年度（2014）の活動内容 6/25



農家民泊ガイドラインの作成

６ 2014年〜8月活動内容

県外の農家民泊実施先進事例を調査し、
農家民泊ガイドラインを作成

・農家民泊のメリット
・受入世帯がすること
・住民が持つ不安の解消

農家民泊に対する理解の
向上により，農家民泊を
行いやすい環境を整えた
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ガイドライン記載内容



2014年8月23〜24日
農家民泊・感想報告会
→農家民泊に対する理解の向上、意見交換の場づくり
グランドゴルフ大会・バーベキュー
→住民の集まる機会づくり
フィールド調査
→地域資源の活用法を検討

2014年12月6〜7日
農家民泊
農家生活体験(野菜収穫・加工体験・薪割り)
→農家民泊に対する理解の向上
ワークショップ
→意見交換の場づくり、地域資源の活用法を検討
芋煮会（交流会）・感想報告会
→住民の集まる機会づくり

2014年 〜8月
農家民泊ガイドラインの作成
→農家民泊に対する理解の向上

５ 今年度（2014）の活動内容 8/25



農家民泊・感想報告会

2014.8.23-24 農家民泊



農家民泊
３軒の農家で農家民泊を実施
学生：6人

農家民泊を実施することでより理解を得られた

食事は各農家ごとに自分の畑で育てた
農作物を中心とした料理を提供

収穫作業を手伝うなどして農家の
生活・仕事に触れた

9/25７ 2014年8月23〜24日活動内容



・民泊への意見・感想、今後の活性化につ
いて話し合ってもらった

10/25
農家民泊感想報告会

実施世帯の声
実施前：知らない人を家入れることに抵抗があった

料理が口に合うかという不安があった

実施後：いつも通りの過ごし方で大丈夫だと思った
料理を喜んでもらえてうれしかった
外の人と話ができてよかった
孫のように接する事ができて楽しかった

交流時間がたらない

参加学生の声
自家栽培で作った料理がおいしい
「集落の人の日常」が新鮮に感じた
家族ができたようで楽しかった
交流時間がもっとほしい

農家民泊に対する住民の理解の向上
地域の問題を話し合う意見交換の場

（住民1/3が参加）

農家民泊を終えての感想

・実際に農家民泊を行うことによって農家民泊に対する意識に変化がみられた
・交流時間の増加が実施世帯、学生から求められた

未実施世帯の声
実施後：泊まらせられる条件が

整えられればやってみたい

７ 2014年8月23〜24日活動内容



グランドゴルフ大会・バーベ
キュー

2014.8.24 バーベキュー



グランドゴルフ大会・バーベキュー

・地域住民の1/3、学生６人が参加

11/2
5

地域住民の交流の場が
増えるきっかけづくり

７ 2014年8月23〜24日活動内容



フィールド調査

2014.8.23 フィールド調査



フィールド調査

集落内の地域資源である巨石を探索
→集落全体に30を超える巨石

集落外の人を呼び込める地域資源として活用し，発展させていく

活用方法
巨石に、外から来た人（例：美大生な
ど）に彫刻をしてもらうことでアート
としての活用するなど
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事例

栃木県小砂地区
大学生による森の活用

http://nakagawa5.blog.fc2.com/blog-entry-136.html

７ 2014年8月23〜24日活動内容

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=1237tqfje/EXP=1417685443;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjVC04VVJfa2tDVTZtRWJXeFY1OFJNV1M0UUV5dU5vbS1TcjVZcUo2VF9uUkU5OVFROHppZVlIT1VTUwRwAzViQ1A1NkNDSU9lLmp1V2twdy0tBHBvcwMxMTIEc2VjA3NodwRzbGsDcnI-/**http:/nakagawa5.blog.fc2.com/blog-entry-136.html


2014年8月23〜24日
農家民泊・感想報告会
→農家民泊に対する理解の向上、意見交換の場づくり
グランドゴルフ大会・バーベキュー
→住民の集まる機会づくり
フィールド調査
→地域資源の活用法を検討

2014年12月6〜7日
農家民泊
農家生活体験(野菜収穫・加工体験・薪割り)
→農家民泊に対する理解の向上
ワークショップ
→意見交換の場づくり、地域資源の活用法を検討
芋煮会（交流会）・感想報告会
→住民の集まる機会づくり

2014年 〜8月
農家民泊ガイドラインの作成
→農家民泊に対する理解の向上

５ 今年度（2014）の活動内容 13/25



農家民泊・農家生活体験

2014.12.6~7 第２回農家民泊



8 2014年12月6〜7日活動内容
農家民泊・農家生活体験

〈 第１回農家民泊の感想 〉
交流時間を増やしたい（住民・学生）

女性や外国の方にも来てほしい（住民）

〈 第２回農家民泊の取り組み 〉
交流時間を増やす

女性や留学生も参加する
実施世帯数を３世帯→５世帯へ増やす

14/2
5



農家生活体験

農家の生活や仕事に触れることができた

2回目は農家民泊の他に農家生活体験
（野菜収穫・加工・薪割り）を実施
し、集落外から来た人との交流の場
を設けた

15/2
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8 2014年12月6〜7日活動内容

薪割り 野菜加工

野菜収穫



農家民泊

5軒の農家で農家民泊を実施
学生：10人(女性・留学生を含む）

16/25

実施世帯の声
実施前：外国人が一人で来たら心配だった

料理が口に合うかという不安があった(初実施世帯）
前回があったから、あまり抵抗はなかった(2回目実施世帯）

実施後：やってみたら普通に泊めるだけで家族の帰郷と変わらなかった(初実施世帯）
集落外の人や外国人が野菜をおいしいと言ってくれて嬉しかった
集落外の人と交流ができてよかった(全世帯)
女の子が来てくれて、おばあちゃんの話し相手ができてよかった

農家民泊を終えての感想

・2回目実施世帯では民泊に対する抵抗は少なくなっている
・女性や外国人への受け入れについても前向きな感想が聞けた

8 2014年12月6〜7日活動内容



ワークショップ

2014.12.7 ワークショップ 水舟集落体育館にて



・集落の年間地域資源掘り起こし
（地域資源カレンダーづくり）と集落

の理想の姿について話し合った

ワークショップ
17/2

5
8 2014年12月6〜7日活動内容

1.集落のへの想い
2.地域資源カレンダーづくり
3.集落の目標を考える
4.まとめ

・集落住民 22名(21.4%)が参加

住民間の問題や意識の共有
地域資源の活用方法の検討

・11名1チームとし
2チームに分かれ行った

ワークショップ プログラム

ワークショップのねらい



ワークショップ ２グループの意見総数：２２ （意見数・構成率）

目標（こんな風になってほしい） と現状（困っていることなど）に
ついて話しあってもらった
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・子供・若者がいない（後継ぎがいない等）
・交通が不便（道が狭い、病院が遠い、バスが来ない等）
・健康などに不安がある

(６名)
(２名)
(２名)

8 2014年12月6〜7日活動内容

現状を把握し、活性化に向けて糸口を探す

1. 集落への想い

・みんなが集まる機会がほしい
・みんなが前向きな気持ちになってほしい
・花を植えたい（毘沙門堂）
・活気のある集落にしたい
・産業を活性化したい
・集落外から人が来てほしい（若者・外国人）

(４名)
(２名)
(２名)
(２名)
(２名)
(２名)

目
標

現
状 など

など



各家で採れる季節の作物

冬：ニンジン
春：タラノメ
夏：ツルムラサキ
秋：サトイモ、米 など

19/2
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新たな地域資源の発見
季節の作物を使った料理
や収穫体験が行える
例)田植え、稲刈り、

ザクザク汁、凍み餅

毘沙門堂や稲荷神社など
集落文化遺産についてが多い

8 2014年12月6〜7日活動内容

数字：地域資源の数

ワークショップ

2.  地域資源カレンダー
地域の年間資源の掘り起し

など



ワークショップ
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5

住民同士の集まりに参加する人が
少ない

住民みんなが参加できるような場
がほしい

毘沙門堂

①毘沙門堂を整備して、住民の集まる場や集落のシンボルにする
②収穫祭などの行事を行い、住民の集まる機会を作る

毘沙門堂

各季節の作物

8 2014年12月6〜7日活動内容

数字：地域資源の数

チーム①

目
標

現
状

活用する地域資源

各季節の作物

提
案

など

３． 集落の目標を考える

３．集落の目標を考える

地域の資源を活用して、理想の集落に近づける方法や、
問題を解決する方法を考える



数字：地域資源の数

ワークショップ
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若い人が家を離れている
集まれる機会があまりない

住民同士や集落外の人が集まれる
ような集落にしたい

各季節の作物

①4~5月は外からきた人が田植えをして、管理は地元の人で行う
②7~8月は夏野菜の収穫体験(ツルムラサキ・キュウリなど)を行う
③11月は稲刈りや秋野菜の収穫体験(白菜・ほうれん草など)を行う
④12月は幡祭りにきた観光客に集落内に宿泊してもらい、

正月のしめ縄づくりを習い体験する

田植え

稲刈り
ハクサイ
ホウレンソウ
ダイコン
などの収穫

ツルムラサキ
キュウリ
ナス
ジャガイモ
などの収穫

しめ縄づくり
旗祭り見学・体験

8 2014年12月6〜7日活動内容

目
標

現
状

チーム②

活用する地域資源

木幡幡祭り

しめ縄づくり

提
案

など

３．集落の目標を考える



ワークショップ

今回のワークショップを通して、住民同士の集落に対する想いや問題意識
を共有することができた

また、地域資源を活用して今後の活性化へ向けた具体的な提案がされ、
住民の活性化への意識の変化がみられる

22/2
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8 2014年12月6〜7日活動内容

４．まとめ

住民同士の集まる場や集落のシンボルづくりなどに焦点を当てた
提案となった

集落外の人を呼び込むための地域資源の活用方法に焦点を当てた
提案となった



芋煮会（交流会）

2014.12.7 芋煮会



農家生活体験

前日の農家生活体験（野菜収穫・加
工・薪割り）の成果を基に芋煮会を
おこなった

22/2
5

8 2014年12月6〜7日活動内容

薪割り 野菜加工

野菜収穫



住民たちが集まることで，地域としての連帯感を深めた

→今後も活性化に向けての活動を行いたいという声が上がった

学生らと農家民泊や地元のことなどを話し，地域への自信につながった

芋煮会（交流会）
23/2
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8 2014年12月6〜7日活動内容



9 2014年度 その他

1.活動に当たって住民達が集まり、準備をするようになった

2.交流プログラムに対し、女性陣から女性目線でのプログラムの
変更意見が出るようになった

3.今までは、集落長は輪番でやらざるを得なかったが、今年は
しっかりと人を選任しようという提案が住民から出るようになった

24/2
5

大学生の力を活用した集落復興支援事業による集落の変化

集落役員へのヒアリング



まとめ
10 今年度（2014）の活動内容

2014年活動

・フィールド調査
・ワークショップ

(地域資源カレンダー)

地域資源を活用
するための整備

集落活動に今だ
参加していない
住民も巻き込み

地域全体での活性化
へ向けた取り組み

今後

・芋煮会
・グランドゴルフ大会

・バーベキュー

・感想報告会
・ワークショップ

25/2
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集落の地域資源が多く
見つかり活用を検討し
た

2014年成果

住民同士の交流の場が
持て、集落に対する意
識が向上した

住民同士で問題意識が
共有でき、活性化に向
けた提案がされた

・農家民泊実施
・農家生活体験

民泊に対する意識が変
化し集落外の人とふれ
あうことで、自信が持
てた

民泊を継続し
集落外の人を巻き
込み

今後も長期的に活動を続ける必要性がある



２年間ありがとうございました
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